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プロッティング膜上の蛋白をポンソー等で染色接、

脱色、抗体構出する技術に対し、蛋白染色桂のセア膜

の抗体検出世を検討した。ポンソー 3R染色佳のセア

膜を、水洗桂、転写膜に革担、 NaOH 摘を膜上に重層す
ると、彊白は転写膜(ニトロセルロース膜)へ転写さ

れたにれを71v主旦主主主主と呼ぶ). 7M 塩酸グアニ

ジン水溶液を転写植にするとアノレプミンがセア膜に暁

留するが、 O.l%Na佃 液を転写液として使うと、完全に

溶出転写される。 方、ダブルプロッティングとは転

写膜上の抗原タンパクに抗体を結合させた桂、酸性液

で抗体を遊離させ別の転写膜に転写検出する方法であ

る (Lasne ，F . J. of 1皿munologicalMethod2001; 253; 

125 - 1 3 1)。しかし、酸性転写液等では抗体の転写が不

十分で、 7 M塩酸グアニジウム溶液等を検討したが、

転写元膜から抗原(ヒト血消アルブミン)の一部溶出

が起こる。 対して O. 1 M NaOH で転写洗浄染色を

5 回繰り返しても血清彊自の溶出はなかった。 セア膜か

ら蛋白をアルカリ転写、転写膜をN 101 プロッキン

グ、抗体反応、洗浄、ダブルプロッティング、染色と

処理したところ、泳動で横出されたM蛋自のクラスやL

鎖タイプを、 E確に判定できた。市販ヒトミエローマ蛋

白質を混入したヒト血清で検出感度等を検討中である。

自動体動装置で泳動桂、 長期乾燥していた膜にはアルカ

リ転写しても元膜に控存が見られた。原因は、乾峰、 膜

透明化処理が考えられるが検討中である。

多重抗体染色において、抗体を除去するのに、転写膜

を亜ねてアルカリ転写すれば、抗体は転写膜に吸着する
ため元般への抗体残留(クロスが少ない効果も期待でき

る。強アルカリ性で抗原タンパクの脱アミド脱リン酸等

が起こり抗原性低下の可能性はあるが、エレクトロプロ

ットに比ベセッティング等が簡易迅速と言えるa 高感度

E C L検出には低蛍光 P VDF膜を転写膜にする必要が

あるが、転写液の透過がニトロセルロース般に対し遅い。

また、セア膜等電点電気泳動法等でも、固定染色した脱

から転写膜へ、アルカリ転写固定すると、保存が容易、

再使用が可能で、抗原や自己抗体検出などへの、臨床検

査室での幅広い応用を期待する。


